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SUM:MARY

A summer swimming camp for the student, Yokohama National University, was

held at
Heda Bay, Shizuoka, in

middle of July 19681

At this time, the investigation for the fatigue of female students
in summer swimm-

ing camp was caraied out for the purpose o･f clarifying the problems of the health

management. The items examined were subjective symptoms of fatigue･ conditions of

sleep,丑icker value, pH of saliva, blood pressure, pulse rate, body weight, thickness of

body fat, body temperature and others･

Tbe results obtained are as follows:

1. The complaints of the subjective
sense of fatigue were frequent and these of

Ⅱ1enta1

2.

3.

rather

fatigue were more remarkable than these of physical one･

conditions of sleep were considered to be poor･

Flicker value on the first day and second day, its evening Values decreased

than the morning value.

4. PE of saliva showed the tendency to acid reaction.

5. No remarkable changes were observed on blood pressure, pluse rate, body

weight, thickness of body fat, body temperature and menstrual cycle･

Estimating from the above mentioned results, it would be considered that examinees

showed moderate fatigue condition.

*

保健体育学教室(Department of Physical Education and Health)
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Ⅰ.ま え が き.

水泳実習ほ学生にとって,かなりの精神的ならびに身体的負担となっていることが考え

られ,事実,実習期間中に疲労を訴える学生も多い｡水泳実習等における疲労調査につい

ては種々の報告があるが,本学においてほ,学生の疲労調査等ほ実施されていなかったの

で,実習期間中の疲労の実態を知り,√水泳の指導および学生の健廉管理のための資料を得

る目的で,昭和43年7月11日から7月15日まで,静岡県戸田海岸で行なった水泳実

習に際して,女子学生を対象として疲労調査を行なったので,その成績の概要を報告する｡

Ⅱ.調査の 方法

1.調査期間と対象

昭和43年7月12日から7月15日までの4日間,静岡県戸田海岸において行なった

水泳実習に参加した男子学生約150名,女子学生約200名の中から無作割こ抽出した体育

科女子学生10名,一般女子学生7名を対象して疲労調査を実施した｡被検者の年令ほ体

育科学生19-20才,一般学生19-21才,平均年令ほ共に19.7才であった｡

なお,水泳実習における日課は次のとおりであった｡
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実習第1日目(7月11日)は,午前11時に到着し,午後水泳実習ほ行なったが,班

分け,生活指導,調査に関する説明等のた糾こ測定は実施しなかった｡

2.調査項目と実施方法

(1)疲労の自覚症状,睡眠状況の調査

a.自覚的疲労症状調査

疲労の自覚的症状は,日本産業衛生協会,産業疲労委員会が選定した自覚的疲労症状調

査基準にしたがい,被検者全員に毎日午前の水泳開始前と午後の水泳終了直後に自覚的疲

労症状調査表(第1表)を配布して,各質問項目に対する回答を記入させた｡記入に当っ

て記入上の注意事項,内容の説明等を十分に行なった｡表中のAほ身体的症状を, Bは枯

神的症状を, Cは神経感覚的症状を示し,それぞれにつき10項目の小質問項目が掲げら

れている｡これより各小項目の訴えの頻度(%)ならびに大項目(A,BおよびC)の訴

えの頻度(%)を求めて,自覚的疲労症状の水泳前後の比較,調査期間中の変動,大項目

相互の比較等を行なった｡

b.睡眠状況調査

睡眠状況の調査ほ,第2表に掲げたような調査表を配布して,ねつきの良否,ねむりの

深さ,夢の有無,起床時の気分の良否,睡眠時間などについて回答を求めた｡
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表1 自覚的疲労症状調査表

自覚的疲労症状調査表

前･後信㌍苦) (琵琶訂差ヱ姦緊窪紬富男浮草写冒㌘㌘に)
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A B C

1)頭がおもい----□ 1)頭がぼんやりする--口

頭がのぼせる----□

1)限がつかれる----口

限がちらちらする--□

限がぼんやりする･-･□

2)頭がいたい-----□

3)全身がだるい----□

2)考えがまとまらない-□

考えるのがいやになる□

2)眼がしぶい-----□

限がかわく-･---･□

3) 1人でいたい----□

話をするのが
いやになる--･--･□

3)動作がぎこちなくなる口

動作がまちがったする□

4)体のどこかがだるい-□

体のどこかがいたい-□

体のどこかの
すじがつる-.･-･･-仁

4)いらいらする-･--･ロ 4)足もとがたよりない-[コ

ふらつく------□

5)肩がこる-･-.-･･-口

6)いきぐるしい･-･･-･口

むなくやるしい-･-･,･□

5)ねむくなる-----□

6)気がちる-I-･---□

7)足がだるい----･□

8)つばがでない----ロ

ロがねばる-----ロ

ロがかわく-----□

7)物事に熱心になれない□

5)味がかわる･----･口

臭がはなにつく---□

6)めまいがする----□

7)まぶたやその他の

筋がぴくぴくする･-･□

8)ちょっとしたことが
思いだせない----□

どわすれする-･--･□

9)あくびがでる--･-･□

8)耳が遠くなる----□

耳なりがする----□

9)することに自信がない□

することに間違いが

多くなる------□

9)手足がふるえる---□

10)ひや汗がでる----□ 10)物事が気にかかる--□

物事が心配るにな--口

10)きちんとして

いられない---･-･[コ

表2 睡眠状況調査表

睡眠状況調査表

(昨夜の睡眠の状況を下に記入して下さい｡)

該当する項目を○でかこみなさい
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就寝時間 起床時間

時 分 時

睡眠時間

時間

(2)疲労の他党的検査

フ1)ッカ-値,匝液のpH値,血圧および脈持数,体重および皮下脂肪厚,体温などの

測定を実施した｡

a.フリッカー値の測定

フリッカー値の測定ほ,産業疲労委員会において決定し,第26回日本産業衛生学会総

会において承認された規格を有するセクタ-式フリッカ-値滑走装置を用い,毎日午前の

水泳実施前および午後の水泳終了後の2回行なった｡なお,被検老に対して測定に慣れさ

せるた釧こ,とくに一般学生に対して調査に入る前日に数回の練習を行なわせた｡また,

各測定時の条件をできるだけ一定t土する‾た捌こ,測定に習熟Lrた同一の検老が毎日測定を

担当した｡

b.唾液pⅢの測定

唾液のpⅢほ血液予備アルカリ増減の示標となると考えられている｡また唾液の分泌量

ほそのIpHと平行し,疲労の結果中枢性に唾液分泌機能が低下すると,これに伴ってpli
l

の低下がおこることが認められている｡唾液のpHの測定は,東洋折紙pH試験紙(主と

してBrom TymoI Blue)を用い,毎日午前の水泳開始前および午後の水泳終了後の2回

にわたって実施した去測定にあたってほ,被検老の口中に唾液を貯めさせ,一旦栴下させ

た後あらたに十分な唾液を舌尖部に貯えさせ, pH試験紙をこれに浸して,直ちに標準比
色表と対比してpⅢ値を定めた｡

c.
.血圧および脈持数の測定

血圧は,水銀血圧計を用い,ラリッカー値や唾液のpfIの測定と同じ時刻に座位で5分

間安静を保たせた後に,右腕で最大最小血圧を測定した｡最小血圧ほスワンの第5点とし

た｡脈持数は,血圧測定と平行して触.診により1分間測定した｡なお,体育科学生につい

てほ起蘇直前,臥位で安静時の脈縛数も測定した｡

e∴一体重および皮下脂肪厚の測定

体重ほ,通常の体重計を用い;皮下脂肪厚は,栄研式皮脂厚計を用いて毎日夕食前に測

定を行なった｡皮下脂肪厚の測定部位ほ腹部,背部および右上腕の3カ所とした｡体重お

よび皮下脂肪厚の測定ほ,体育科学生のみ実施した｡

e.体温の測定

体温ほ,毎朝起床直前に,安静時の脈樽数の測定と平行して体育科学生について舌下温

を5分間測定した｡

(3)そー.の∴他

二太疲労調査期面内を中心として,被検者の月琴周期を各個人跡羊調査した｡
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Ⅱ.調査結果および考察

1.疲労の自覚的症状および睡眠状況

(1)疲労の自覚的症状の訴え

自覚的疲労症状調査表により, 7月12日から7月15日までの毎日の午前の水泳開始

前と午後の水泳終了後に,被検老全員について調査を行なったoただし, 7月15日は午

前の水泳前のみ調査した｡第1図は各質問大項目についての訴えの頻痩(%)の調査期間

内の変動を図示したものである｡これによると,体育科学生も一般学生も身体的症状が,

精神的症状,神経感覚的症に比して多いようにみえる｡また,体育科学生と一般学生を比

較して奉ると,各大項目のいずれも訴えの頻度にほ大差ほないが,一般学生の場合にほ前

後の訴えがいずれも日を追って増加している傾向がみられる｡これほ疲労の蓄積的な傾向

と考えられる｡体育科学生では第2日目以降の午前の水泳開始前の訴えが前日の午後の水

泳終了後の訴えよりも多いことが注目されるが,これは前夜の睡眠状況とも関連があると

思われる｡小項目の比較的訴えの多いものをみると,身体的症状では｢全身がだるい+｢あ

くびがでる+,精神的症状でほ｢頭がぼんやりする+, ｢ねむくなる+,神経感覚的症状でほ

a-目がつかれる+などである｡
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第1図 自覚的疲労症状訴え頻度(%),上段ほ体育科学生,下段ほ一般学生,

黒柱は水泳前,白柱は水泳後の訴え頻度を示す｡

自覚的疲労症状の訴えの頻度を一般産業疲労の基準にもとづいて評点化すると第3表c?

.ようになる｡表中第1行と第3行の数字は頻度の多少を1点から10点までの評点にな申
したもので,点数が増すほど訴えの頻度が高いことを示し, 5点が一般産業疲労の場合の

平均値あるいはModeに相当している｡第2行と第4行の数字は,身体的症状に比しそれ

ぞれ精神的症状,神経感覚的症状の萌えの頻度の多少の度合いを基準に従って,-5点か

.ら＋5点までの評点に直したもので;十の符号は身体的症状に比し,精神的症状,神経
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表3 自覚的疲労症状訴え頻度の評点

体育科学生

月 日 7. 12 13 ‡ 14

水 泳 前 後

AとBとの関係から求めた頻度の多少

Aに比しBの頻度の多少の度合

AとCとの関係から求めた頻度の多少

Aに比しCの頻度の多少の度合

前

5

＋1

4

＋1

後

6

＋1

6

＋2

前

8

＋2

6

＋2

後

5

＋3

6

＋1

前

8

＋1

7

rj

後

7

＋1

7

＋1

15

前

10

-1

10

＋1

一般学生

月 日

水 泳 前 後

AとBとの関係から求めた頻度の多少

Aに比しBの頻度の多少の度合

AとCとの関係から求めた頻度の多少

Aに比しCの頻度の多少の度合

7. 12

前

5

-3

ー2

後

5

＋3

5

＋4

13 14

前

6

＋1

6

＋2

級

7

＋3

＋3

前

8

＋1

8

＋2

級

10

＋3

10

＋2

15

前

10

＋3

9

＋3

注‥ A:身体的症状, B:精神的症状, C:神経感覚的症状

感覚的症状が一般の場合よりも多いことを示し,
-の符号ほ身体的症状に比し,精神的症

状またほ神経感覚的症状が一般の場合よりも少ないことを示している｡これらによると,

自覚的疲労症状の訴えの頻度は,体育科学生,一般学生いずれも,水泳の前後とも,普

た,身体的,精神的,神経感覚的症状のいずれもが日を追って高い評点を示している｡ま

た体育科学生の場合は,身体的症状に比して精神的,神経感覚的症状の発現頻度がほぼ平

均に近い値を示しているが,一般学生の場合にほ身体的症状に比し精神的症状,神経感覚

的症状のいずれも,第1日目の午前を除いて,その発現頻度が高い｡これは一般学生の場

合ほ,身体的疲労と共に精神的,神経的疲労も多いためと考えられる｡

(21睡眠の状況

睡眠の状況を調査した結果は第4表に示すとおりである｡睡眠時問の平均をみると,体

育科学生が6時間20分,一般学生が7時間55分で一般学生の方がかなり多い｡ねつき

の良否,眠りの深さ,夢の有無,起床時の気分の良否等についての大島らの調査から得ら.

れた平均基準値は,ねつきのよい老の頻度35%,ねむりの深い老の頻度35%夢をみないJ

老の頻度64%,起床時の気分のよい老の頻度22%となっているが,体育科学生の調査結

果をこれと比較してみると,ねむりの深さ,夢,起床時の気分の項で劣り,とくに起床時

の気分のよいという者が極めて少ない｡これに対して一般学生の場合ほ,ねつき,起床時

の気分の項で劣り,やはり起床時の気分がよいという老ほ少ない｡体育科学生でほ起床時

の気分がわるいという老の頻度が高いのであるが,これは睡眠時問の少ないことにも関連
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表4-1 睡眠状況(体育科学生)
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項

ねつ き

眠 り の

ふ か さ

よ い

ふつ う

わ る い

よ い

ふつ う

わ る い

12 13 14 15 計

2

6

2

2

6

2

6

4

0

7

1

2

2

4

4

17

15

8

3

6

1

2

7

1

4

5

1

ll

24

5

%

42.5

37.5

20.0

27.5

60.0

12.5

-6
年7

み た

み な い

7

3

5

5

5

5

5

5

22

18

55.0

45.0

起床時

の気分

よ い

ふつ う

わ る い

1

8

1

1

6

3

0

7

3

0

5

5

2

26

12

5.0

65.0

30.0

睡 眠 時 間 6:50 6:50 6:10 6:40 6:20

表4-2 睡眠状況(一般学生)

:賀
12 13 14 15 計 %

ねつ き

よ い

ふつ う

わ る い

1

4

2

1

3

3

4

2

1

1

2

4

7

ll

10

25.0

28.6

36.4

眠 り の

ふか さ

よ い

ふつ う

わ る い

3

3

1

3

3

1

3

4

0

4

3

0

13

13

2

46.4

A6.4

7.2

甫
与声ナ

み た

み な い

2

5

2

5

2

5

2

5

8

20

起床時

の気分

よ い

ふつ う

わ る い

1

5

1

0

5

2

2

4

1

1

6

0

4

20

4

28.6

71.4

14.3

71.4

14.3

睡 眠 時 問 7:45 8:10 8:10 7:45 7:55

していると思われる｡睡眠の全般的な感じとして,｢よくねむれた+という老ほ体育科学生

でほ72.5%,一般学生では85.7%,｢よくねむれなかった+という者ほ体育科学生で27.5

%,一般学生では14.3%で,｢ほとんどねむれなかった+という老ほ調査期間を通じて1

名もなかった｡

しかし,一般的にみて学生の睡眠状況は質的にも量的にも十分でないと考えられ,その

原因としては,寝室,寝具の不備, 1室に多人数が就寝することなどがあげられるが,水
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泳実習でほとくに十分に睡眠をとることが必要なので,陸賑環境の整備,改善に留意しな

ければならないと思う｡

疲労発現に影響する諸国子について考えてみると,疲労の発現ほ学生個人の資質,能力,

作業の負荷条,栄養状態,生活時間の構成,睡眠の状況,生活環境等の諸因子によって影

響をうけると考えられる｡このうち最も大きな因子ほ水泳そのものによる負担であること

ほいうまでもないが,他の因子によっても疲労の発現が大きく左右されるので,これらを

含めた綜合的な疲労調査が必要である｡このような観点からみると,今回の調査は不十分

のそしりを免れないが,今後さらに調査を進めてゆくつもりである｡

2.他党的疲労測定の結果

(1)フリッカー値

被検老全員に対して,毎日午前の水泳前と午後の水泳後に測定したフ1)ッカー値を体育

科学生と一般学生に区分して,それぞれの平均値として図示したのが第2図である｡第5

表ほ第1日目の午前の水泳開始前の値を100%とした調査期間内のフリッカー値の変動の

比率を示すものである9第2日目以降の比率ほいずれも午前の測定値から算出したもので

ある｡これらによると,体育科学生,一般学生のいずれにおいても,第1日目から第2日

目まで,水泳前値よりも水泳後値の方が低下している｡これは水泳による疲労を示すものフ

と考えられる｡また水泳前値と水泳後値の差は第3日目にほ両者共少なくなっている.こ

れからみると最も疲労と程度の強いのほ第1日目と第2日目ということができる｡水泳前

値のみの変動をみた場合は,第表に示すように,体育科学生の場合ほ日を追って低下する

傾向がみられ,一般学生の場合ほ反対に上昇する傾向がみられるo これほ,体育科学生の･

場合ほ疲労の蓄積ということが考えられ,前夜の睡眠状況にも関係があると思われる｡水-

泳後値のみの変動をみた場合ほ両者とも上昇の傾向を示している｡水泳後値を水泳そのも′

のの影響を示すものと考える場合ほ,水泳実習に慣れてきたということも考えれるが,と

くに一般学生の場合にほフリッカー値測定に対する習熟,いわゆる練習効果によるものも
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考えられ,第1日目の水泳前値が異常に低いともいえる｡

表5 フ.)ッカー値の変動率

忘妄-旦＼こ
体育科学生

7. 12 13 14

100.0 97.5 95.5

15

93.7

一 般 学 生 100.0 103.4 105.8 105.8

87

(2)唾液のpⅡ

被検老全員についてフリッカー値の測定と平行して測定したo第3図ほ唾液のpHの平

均値を体育科学生と一般学生に区分して図示したものであるo 4日間を通じての動揺は

6.2-6.9の範囲内にあって,すべて酸性傾向を示している｡また,日内変動をみると,第

1日目の体育科学生のみに水泳後値の上昇がみられるほかほ,いずれも水泳後値の低下の

傾向を示している｡水泳前値のみの変動をみると,体育科学生でほ目を追って低下の傾向

を示しているが,一般学生でほ第2日目と第4日目に上昇がみられるo

疲労の結果,中枢性に唾液分泌橡能が低下して分泌量が減少し,これに伴なって唾液の

pHが低下するということが認められているから,このことを考慮に入れて上記の成績を

みると,体育科学生,一般学生とも目を追って疲労の度が増すことが推測されるoとくに

体育科学生の場合ほ,これらの結果は自覚的疲労症状の訴え,フリッカー値などとともに

ある程度関連してあらわれているように見受けられる｡
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(3)血圧および脈樽数

フリッカー値および唾液のp口の測定と平行して,被検者全員に対し,最大血圧,最小

血圧および脈持数の測定を行なったo第4図は体育科学生と一般学生について,最大血圧,

最小血圧および脈樽数の平均値としての調査期間内の変動を図示したものである｡これに

よると,体育科学生では最大血圧には著変ほみられないが,最小血圧が水泳後に上昇する

傾向がみられるo脈縛数には著変はみられない｡一般学生では最大血圧,最小血圧とも水

泳後に下降する傾向がみられるo脈持数ほ第2日目以降増加する傾向がみとめられる｡

血圧について考察するにほ,最大血圧,最小血圧あるいは脈圧よりは,心臓の1周期に

わたる動脈内圧の平均値である平均血圧が最近拓床的にも重要な意義があるといわれ,普

た血圧を判定する基準としては合理的に簡素化されているという見地から,平均血圧をと

り上げた方がよいという意見があるので,体育科学生および一般学生の血圧の測定値から

平均血圧を算出して第6表に示した｡これによると,血圧の日内変動値として水泳前値と

水泳後値をみると,体育科学生では水泳後値の上昇がみられ,一般学生でほ水泳後値の下
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単位 mmHg

89

降がみられる｡

表6 平均血圧の変動

月 日 7. 12 1 13 1 14

時 刻 0900 1600

15

0900 1600 0900 1600 0900

体育科学生 77.8 81.6 78.9 82.9 80.2 84.2 82.8

一般学生
82.2 81.6 79.6 78.9 81.7 77.4 82.8

注:平均血圧-最小血圧＋脈圧/3

一般に運動後の血圧は高く,運動後下降すれば過労または心力衰弱のためであるともい

われている｡また時差としてほ午後は午前に比して高いといわれている｡従って,午後の

水泳後の血圧は午前の水泳前の血圧よりも高いことが予想されるのであるが,体育科学生

ではその傾向がみられるのに対し,一般学生では水泳後値が下降の傾向を示している｡一

般学生のこの傾向が,直ちに過労またほ心力の衰弱の結果であるとほ首肯し難いので,こ

の点についてはさらに検討しなければならないと思う｡
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第5図 安静時脈縛数および基礎体温の変動

体育科学生については,起床直前に臥位

での安静時脈持数を測定した｡ 10名の平均

値としての変動を第5図に示した｡これに

よると,第2日目以降やや増加の傾向がみ

られる｡一般に起床直前の脈持数は,疲労

している場合に低減し,脈縛数の減少は蓄

積疲労の指標になるといわれているが,令

宿等ではその初期には若干増するといわれ

ている｡これを考慮に入れて上記の結果を

みれば,短期間の実習でほあるが,合宿等

の初期の現象を示しているということがで

きる｡

(4)体重および皮下脂肪厚

7月12日から7月15日まで毎日朝食前および夕食前(7月15日ほ朝食前のみ)に,

体育科学生について体重を測定した結果を第7表に示す｡これによると,体重は個人とし

ても,平均値としてもほとんど変動はないといえるが,一部の老にやや減少の傾向がみら

れる｡皮下脂肪厚の測定ほ,測定に時間を要すること,測定場所などの関係で,体育科学

生についてのみ, 7月12日から7月14日までの3日間,午後の水泳終了後から夕食ま

での間に実施した｡測定の結果は, 10名の平均値としての変動を第6図に示したが, 3日

間を通して変動はほとんど認められない｡ 10名の3日間の平均値は腹部16.7mm,背部

12.4mm,上腕13.5mmであった｡
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表7 体重の変動

単位 kg

被検者

月日
ー

＼

時刻

7. 12 7. 12 7. 14

0700 1700 0700 1700 0 70D 1 700

7.15

0700

A

B

C

D

E

F

G

H

I

∫

平 均

48.5

49.0

49.0

55.0

54.0

44.0

65.5

63.5

56.0

58.0

54.3

48.5

49.0

49.0

56.5

54.0

44.0

64.5

63.5

55.5

58.5

54.3

48.5

49.0

49.0

55.5

54.5

45.0

65.0

63.3

56.5

58.0

49.0

49.0

48.0

56.0

54.0

44.0

65.0

63.5

57.0

59.0

54.3 f 54.5

49.0

50.0

48.0

55.5

53.5

44.5

65.5

64.0

56.0

58.5

5A.5

49.0

50.0

48.0

55.5

53.5

44.0

64.5

64.0

56.5

58.5

54.4

48.5

49.0

47.0

55.0

53.5

43.5

64.5
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第6図 皮下脂肪厚の変動

(5)体温(基礎体温)

7月12日から7月15日まで,毎朝起床直前の安静臥位の舌下温を,安静時の脈持数

とともに,体育科学生についてのみ測定した｡その結果は第8表に示すとおりであり,第

5図ほ10名の平均値としての変動を図示したものである｡これらによると,平均値とし

ては著変は認められないが,個人的にほ第2日目以降に若干増加の傾向を示すものが多い｡

この増加の傾向は安静時の脈持数の増加傾向とも近似し,疲労と関連しLc考えることもで

きるが,女子の場合は月経周期との関係もあり;今後検討を要する問題である｡

3.月経周期について

月経周期と水泳実習,さらに疲労との関連についての調査を試みたのであるが,準備の

不十分等のた捌こ,今回の調査では結論を得るような結果は得られなかったので,この問

題については今後の研究課題としたい｡ただし,月経周期についての調査結果からみた水

泳実習の月経周期に及ぼす影響についてほ次のとおりである｡
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表8 基礎体温の変動
単位 oC

月日

被検者
7. 12 7

.13
7. 14 7. 15

91

A

B

C

D

E

ど

G

H

I

∫

平 均

36.2

36.4

36.1

36.0

36.2

36.5

36.6

36.2

36.3

36.5

36.3

36.5

36.7

36.5

36.6

36.6

36.4

36.7

36.5

36.3

36.5

36.5

36.4

36.9

36.4

36.3

36.4

36.5

36.4

36.4

36.2

36.7

36.5

37.1

36.9

36.4

36.2

36.4

36.2

36.4

36.3

36.2

36.5

36.5

体育科学生10名について,水泳実習期間を中J[Jとして前後の月経期間を調査したので

あるが,水泳実習中に釆潮した者は1名のみで,これほ正常周期であ1'たoまた,実習後

の周期の変化については,変化のなかった者5名,周期の長くなった老3名,周期の短か

くなった老2名であった｡

ⅠⅤ.総 括

静岡県戸田海岸において実施した水泳実習に際して,本学体育科女子学生10名,一般

女子学生7名を対象として, 7月12日から7月15日までの4日間にわたり,疲労調査

を実施した｡得られた成漬を要約すると次のとおりである｡

1.疲労の自覚的症状の訴えは,訴えの頻度としてほ身体的症状が多いが,一般産業従事

者の平均を基準として評点化すると,身体的症状よりも精神的あるいほ神経感覚的症状の

訴えられる頻度が,一般の基準よりやや高くなっているoまた,体育科学生と一般学生の

相違をみると,体育科学生の訴えよりも一般学生の訴えの方が頻度がやや高いo

2.睡眠時問の平均は体育科学生が6時間20分,一般学生が7時間15分で一般学生の

方がかなり長い｡体育科学生,一般学生とも｢起床時の気分がよい+という者が少なかっ

たが,全般とし｢よくねむれた+という者が多かったoしかしながら,学生の睡眠の状況

ほ質量ともに良好とはいえないと考えられる｡

3.フリッカー値の調査期間を通じての日内変動をみると,体育科学生,一般学生ともに

第1日目,第2日目の水泳後値が低下している｡また,一般学生の場合ほ第1日目の水泳

前値を基準とした水泳前値の変動をみると,第2日目以降の値が基準値よりも上昇する傾

向がみられるが,これほ第1日目の値が異常に低いことが考えられる｡

4.唾液のpⅢ値は全般的にやや酸性に傾いている｡また,日を追ってpH値が低下する

傾向がみられ,疲労の度が増すことが推測される｡
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5･血圧は,体育科学生では水泳後に上昇する傾向がみられ,一般学生では水泳後に下降

する傾向がみられる｡脈持数は両者共著変はみられない｡体育科学生について測定した起

床直前の安静時脈持数ほ,第2日目以降やや増加する傾向がみられた｡同時に測定した基

礎体温にも同様の傾向がみられた｡

6･体重ほ調査期間を通じてはとんど変動はみられないが,一部の者にやや減少の傾向が

みられた｡皮下脂肪厚にもほとんど変動はみられなかった｡

7･月経周期については,水泳実習の影響はほとんどなかったと考えられるム

以上の成績から水泳実習における学生の疲労状態を推測すると,全般的に疲労の徴険は

認められるが, 5日間程度の水泳実習ほ学生にとってそれはど身体的精神的負担になって

いないように考えられる｡

(稿を終るにあたり,本調査に協力された学生諸君に心から感謝の意を表します)
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